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論文審査の要旨（2000 字程度） 

 本論文は、「イオン相関を考慮した微視的固体イオニクスに関する理論的研究」と題し、固体イオニクスの理論

的発展に求められる、イオン伝導度計算の高速化手法の開発と有望な固体電解質のイオン伝導機構の微視的解明

を行ったものである。その内容は英語で記載されており、以下の 7 章より構成されている。 
 第 1 章 “Introduction” では、イオン輸送に関する輸送係数の理論計算および Li イオン伝導性固体電解質につ

いて概説し、本研究の位置付けと目的を述べている。イオン輸送に関する理論計算に関しては、これまでの経緯

と今後の方向性をまとめた、「イオン輸送特性計算における Jacob’s Ladder」という概念を新たに提唱した。そし

て、イオン伝導度計算において、イオンが協働的に伝導する効果（イオン-イオン相関）を考慮することに伴う計

算時間の増大が現状の課題となっていることを論じた。また、代表的な Li イオン伝導性固体電解質を (1) 構成要

素が有機系か無機系か、(2) 構造が結晶質か非晶質かで分類し、総括した。本研究では、分子動力学法（MD）を

用いた、イオン-イオン相関を考慮した伝導度の計算時間を短縮する手法開発および高い伝導度をもつ有機分子結

晶電解質と無機系コンポジット電解質のイオン伝導機構の微視的解明を目的とした。 
 第 2 章 “Theory of Molecular Dynamics for Ionic Conductivity” では、イオン伝導度を MD で計算するために

必要な理論的背景をまとめた。ここでは、リウビル演算子による MD の時間発展法と輸送係数計算に必要な線形

応答理論を紹介した。また、Onsager の流束方程式に現れる種々のイオン輸送係数を計算する方法をまとめた。 
 第 3 章 “High Conductivity of Organic Molecular Crystal Electrolyte: Li-Li correlation and Li-Crystal 
Framework Coupling” では、高い伝導度をもつ有機分子結晶電解質 Li(N(SO2F)2)(NCCH2CH2CN)2 の微視的イ

オン伝導機構を古典 MD により解明した。この電解質では、Li イオンの欠陥を介して Li イオン同士が強く相関

して伝導することが示された。また、その Li イオン伝導は、周囲のスクシノニトリル分子のスイング運動と協調

することで高速化されていることを明らかにした。 
 第 4 章 “Development of Chemical Color-Diffusion Nonequilibrium Molecular Dynamics (CCD-NEMD) for 
Fast Computation of Ionic Conductivity with Ion-Ion Correlation” では、イオン-イオン相関を考慮した伝導度

計算の計算時間を短縮するために、Chemical Color-Diffusion 非平衡 MD (CCD-NEMD) という手法を開発した。

CCD-NEMD では、形式電荷に比例する外力をイオンに印加し、生じたイオン流束に対して線形応答理論を元に、

伝導度を得る。この外力印加によりイオンの運動が促され、計算時間が短縮される。ここでは、従来の平衡 MD
に比べて、計算時間を 1/9 に短縮することに成功した。 
 第 5 章 “Enhancement of Li3PS4 Conductivity by Compositing Glass and Crystal Phases: Interfacial Ionics” 
では、Li3PS4のガラス相-β 結晶相コンポジット電解質の伝導度がバルクのガラス相および β 結晶相の伝導度より

高くなる過去の実験結果に対して、その要因を CCD-NEMD により解析した。ここでは、3 種類の界面モデルを

構築し、そのうちガラス相-β 結晶(010)相の界面モデルにおいてガラス領域の伝導度が 2 倍程度向上した。その構

造を解析すると、Li3PS4の中で最も伝導度が高い α-Li3PS4様な構造に転移していることが示され、α-Li3PS4様構

造の発現がコンポジット化による伝導度向上の要因の一つとして示唆された。 
 第 6 章 “Development of Constant-Current Chemical Color-Diffusion Nonequilibrium Molecular Dynamics 
(CC-CCD-NEMD) for Further Acceleration” では、室温領域の伝導度の計算時間を短縮するために、定イオン流

CCD-NEMD 法を開発した。本開発手法は、一定の外場によりイオン流束を生成する CCD-NEMD 法（第 4 章）

とは異なり、イオン流束を一定に拘束し外場を揺らがせる。この拘束により、更なる計算時間の短縮が期待でき

る。ここでは、室温伝導度計算において、第４章の手法から計算時間を 1/5 に短縮することに成功した。 
 第 7 章 “Conclusion” では、本論文を総括し、今後の展望について述べている。 
 以上要するに、本論文では、イオン伝導度を正確かつ高速に計算する手法開発およびいくつかの有望な固体電

解質の伝導機構の微視的解明に成功しており、工学上貢献するところが大きい。よって、本論文は博士（工学）

の学位論文として十分に価値があるものと認められる。 
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